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山・口県福巻鉱山のマンガン鉱物と，共生関係について
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Abstract

　　The　Fukumaki　mine　is　situated　about4km　north　of　Hikari　city　in　the　eastern　part　of　Yama－

guchi　prefecture，and　its　deposits　occur　in　the　Ryoke　metamorphic　rocks，and　various　kinds　of

manganese　minerals　have　been　found．

　　MineralogicaL　investigations　were　carried　out　on　these　manganese　minerals丘om　the　mine．

Principal　manganese　minerals　are　as　follows＝manganosite，pyrochroite，hydrohausmannite，pyro－

phanite，galaxite，tephroite，rhodonite，bementite，penwithite　and　rh6dochrosite．

　　In　this　paper，the　mode　of　occurrence　of　these　minerals　and　mineralo喜ical　features　under　the

microscope　are　described　iロdetaiL　Fur伍ermore，the　paragenetic　relations　among　the　manganese

minerals　are　presεnted．

　　　　　　　　　　要　　旨一「

　福巻鉱山は山口県光市大字浅利にあり，領家変成岩中

に胚胎するマンガン鉱床であるσ鉱床の母岩は黒雲母片

岩帯に属する珪質黒雲母片岩、・泥質黒雲母片岩からなっ

ている。多種類のマンガン鉱物を産出するが，おもなも

のは緑マンガン鉱・ガラクス石・テフロ石・バラ輝石・

ベメント石・菱マンガン鉱・アラバンド鉱等である。，こ

れらの鉱物の産状と鏡下1ごおける性質をや＼詳細に記述

し，その共生関係について述べた。

をおいて調査を行なった。

　本報告では，福巻鉱山のマンガン鉱物の種類および産

状，ならびにこれらのマンガン鉱物の共生関係について

記述する。

　調査にあたって，いろいろ御便宜を載いた越智肥料鉱

業：K．K、，越智勇氏に謝意を表する。また調査地域の資

料を御貸し下さった広島大学木野崎吉郎・梅垣嘉治教授

に併せて厚く御礼申し上げる。

2．位置・交通および沿革

1．　まえがき

　わが国の層状マ．ンガン鉱床は，大部分古生層中に胚胎

するが，まれに変成岩類（領家，三波川，阿武隈変成岩

類等）中に存在する場合がある。

　福巻鉱山は，柳井地方に分布する領家変成岩中に胚胎

するマンガン鉱床で，本邦では有数な鉱山の1つであ

る。しかしながら，本鉱山の調査研究はほとんど行なわ

れていなく，1956年，吉川泰10）による卒業研究がある

のみである。筆者は，1957年11月，1958年12月の

2回にわたり，本鉱山から産出するマンガン鉱物に主眼

＊鉱床部

鉱山は・山口県光市大字浅利にあ1り・光市の北方4

km，下松市の東方5kmの地点にあたる。鉱山に行く
　　　　　　　　すおうく　ぼ
には，国鉄岩徳線周防久保駅から徒歩によらねばならな

い。その間約50』分を要するづまた周防久保より従業員

専用のトラックがあるので，これを利用すれば約15分

で現場に到達できる。

　鉱山の沿革については，古い歴史は不明であるが，戦

前より主として二酸化マンガン鉱を採掘したといわれ

る。その後，昭和20年頃より越智肥料鉱業K．K．によ

り稼行され，主として手掘りにより採掘され，昭和28年

頃までに約1万5～6干tを出鉱した。昭和29年頃よ

り，採掘法，運搬等が機械化され本格的に採掘が行なわ
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、第1図　福巻鉱山の位置と周辺の地質

の相互関係が論じられている。！954年には山口県地質

，図9）が刊行され，また1957年には，岡村8）』によって柳

井地方の領家変成岩および花崩閃緑岩の構造が論じられ

ている。

　これらの結果から，鉱山および鉱山周辺の地質註1）は』

小島・岡村による領家変成岩類め黒雲母片岩帯．（biotite

schist　z叩e）註2）にあたると考えられる。次にこれら黒

雲母片岩帯および鉱山周辺の地質を構成する岩石の性質

について述べることにする。

4．，鉱山周辺の構成岩類

上述の黒雲母片岩帯を構成する岩石は，チャート起源
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第2図　福巻鉱山周辺地質図（吉川泰原図）

れるようになった。現在までの既採掘量は，お＼よ．そ3

～3．5万tと推定される

の珪質黒雲母片岩，あるいは粘板岩起源の泥質黒雲母片

岩を主とし，少量の塩基性岩起源の角閃岩類等からな

3．地質概説

　本地域および柳井地方一帯の地質については，古くか

ら多くの人々によって調査研究がなされている。すなわ

ち，1910年頃より20万分の1松山図幅1），臼7万5千分

の1室積図幅2），徳山図幅1），柳井図幅4）等が刊行され，

1936年には，岩生周一5）による柳井地方の変成岩類の

研究が発表されている。

　その後，1952年には小島丈児・岡村義彦6）による柳

井地方の全般的な地質が発表され，・さらに195言年小

島7）によって領家変成岩類と1三波川，三群変成岩類とー

　註1）　本地域および周辺の地質については，まだ地質

学的に問題があるよう、である。1952年，小島・岡村に
よって本地域は領家変成帯の黒雲母片岩帯と呼ばれ，本

地域の北方の玖珂地域に分布する領家外縁帯（玖珂層群

と呼んでいる）を原岩とするとされている。しかしなが

ら1953年には，小島によって，ごの領家外縁帯を，さ
’
ら に“intermediate　non－metamorphic　zone”　と呼ぶこ

とが提唱されているが，領家変成帯（Ry6ke　metamor
phic　zone）との境界については明言されていない。．ま

た1957年，岡村によれば，本地域は領家帯の黒雲母片
岩層とされているようである。

　註2）　小出博による段戸変成岩類のscbistose　horn£els

zoneにあたる。
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　る。さらヒ，本地域の北方，南方には，，それぞれ石英閃

　緑岩・花闘岩類が湛入し，上述の岩石類に接触熱変成作，

．用を与えている。

　4．1珪質黒雲母片岩
　原岩は，チャート起源と思われる灰白色・淡褐色の珪

　質の岩石であるが，黒色粘板岩源の薄層が払縞状ないし

　不規則雲状をなして挾在する己また，これらの黒色粘板

　岩源の薄層がまったくなく，飴色ないし灰色の粗粒の岩

　石が部分的に存在することがある。このような岩石は，

　後述するように鉱床の下盤側付近に顕著に見られ，塊状

．珪岩と呼んでいる。

　鏡下では，上述の灰白色ないし淡褐色の珪質部は，大

・部分径0．02～0，05mmの石英粒からなり，や＼片状を

．示すモザイク構造をなしている。その他，少量の絹雲

母・白雲母が散点的に見られる。

　一方，黒色縞状部は，石英・黒雲母・白雲母・カリ長

石・柘榴石・ジルコン等からなる。鉱物粒の大きさは，

大体径0．02～0．04mm程度である。黒雲母・、白雲母類・

は，や＼片状に並ぶが，石英粒は一般に等晶状である。

　一4．2　泥質黒雲母片岩

　黒色ないし灰黒色の岩石で，おそらく泥質粘板岩起源

のものである。肉眼的に，黒雲母の存在が認められる。

部分的には，珪質黒雲母片岩の薄層，あるいは，プティ

グマテックな石英脈が見られることがある。本岩石と，

珪質黒雲母片岩とは，互いに漸移的である。

　鏡下では，黒雲母・白雲母・柘榴石・ジルコン・石

英・カリ長石・不透明鉱物等からなり，大きさは径0．03

～0．08mmで，や＼片状に配列する。

　4．3角閃岩類
　灰緑色ないし青緑色の岩石で，肉眼的に角閃石の結晶

が認められる。前述の堆積岩類を貫く岩脈で，幅2～3

mより数10mに達す為ものがある。また堆積岩類の層

理にそって逆入する場合もある。本岩石はおそらく領家

変成作用以前の産物と思われる。

　鏡下では，主成分鉱物として石英・斜長石・角閃石等

を含み，副成分鉱物どして黒雲母・方解石・柘榴石・黒

色不透明鉱物等が見られる。角閃石は，長径0．6・）0．9

－mmで双晶が著しい。本岩石は，オフィテック構造ある

いは，ポーフィロブラステック構造を示し，火成岩起源

の塩基性岩類であると思われる（図版亘c，d）。

　大切坑下4番坑で，館脈の鑓先Q延長に本岩石が見ら

れ，この部分の角閃岩類には，褐色の柘榴石の結晶が散

点する。鏡下では，径0．5～0．6mm程度の柘榴石と角

・閃石のみからなる岩石で，この角閃石は，X線回折線，

，化学分析の結果では，カミングトン角閃石系のダンネモ

ル閃石で，かなリマンガン（MnO＝7％）を含んでい

る。

　4．4花崩岩類
　本地域の北部，南部に広範囲に分布し，白堅紀の逆入

によるといわれている。既存の領家変成岩類をルーフ・

ペンダントとして，これらに接触熱変成作用を与えてい

る。いわゆる中国地方に広範囲に分布する広島型花醐岩

類と同質のものである。

　本岩石は，一般に淡紅色斑状のカリ長石を有する粗粒

の黒雲母花醐岩で，岩体の周辺部は細粒黒雲母花醐岩に

なり，ペグマタイ’ト・アプライトの岩脈を伴なう。．鏡下

では主成分鉱物として，石英・斜長石・正長石・黒雲母

等を含み，副成分鉱物として角閃石・棚石・燐灰石・ジ

ルコン等が見られる。

　なお，北部の花闘岩は，石英閃緑岩質で，上述の花闇
一
岩 によって貫かれている所が観察される由である註3）。

本岩石の特徴としては，有色鉱物からなるゼノ・リスを含

み，片麻状構造を呈することである。鏡下では，石英・

斜長石・正長石・角閃石・黒雲母等を主成分とし，副成

分鉱物として，ジルコン・燐灰石・棚石・緑泥石一・絹雲

母・カオリン鉱物等が含まれる。

5．　マンガン鉱「床

　5．1鉱床一般
　鉱山周辺の母岩の走向は，ほ罠東西で，傾斜は，南に

急角度（80～85Q）に傾斜している。鉱床は主として，

珪質黒雲母片岩・泥質黒雲母片岩中に胚胎し，走向・傾．

斜は，ほ欝母岩のそれに一致している。鉱床は第3。図に

示すように，露頭付近の二酸化マンガン鉱を採掘し，次

・第に下底部へ掘り下り，現在最下底部まで，垂直距離に

して約140mまで開発されている。鉱石も二酸化マン

ガン鉱から次第に炭酸マンガン鉱・珪酸マンガン鉱と変』

’化している。

　鉱床は，本坑・大切坑・旭坑・寿坑によっで稼行され

ている。本坑より上部は，坑内が崩壊して入坑不能のた

め，詳細は不明であるが，大切坑は，本坑の下部一30

m付近より掘進した立入坑道で，約90mで着鉱しで

いる。着鉱地点より西方に鑓押しで進み，約60mの間

鉱石が連続している。その鎚先の先端はl　N20。E，傾

斜450Eの断層により断たれている。大切坑より下部1

は，下1，下2，下3，下4番坑により，それぞれ10m

間隔で採掘されている（第6図）。

　旭坑は，大切坑より一63．5m下部にあって，大切坑

下底部へ向かって掘進され，総延長340m付近で着鉱

しているが，この部分は鉱床が断片的に産出しており連1

註3）　広島大学添田晶氏の談話による。
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第3図　福巻鉱山坑内図

続しない。現在切上り坑道を設けて採鉱中である。

　寿坑は，大切坑の上部＋11．Omにあり，大切坑の西

方延長を探鉱中で，走向延長5m，脈幅．0．5mのレンズ

状の鉱体をとらえている。』

　5．2　鉱床と母岩との関係

　鉱床を胚胎する母岩は，主として珪質黒雲母片岩・泥

質黒雲母片岩からなることは，前に述べたが，こ＼では

鉱床に直接する母岩（鉱床の上，一下盤）と鉱床との関係

について述べる。一

　鉱床の見掛上の上盤側の岩石は，前述の珪質黒雲母片

岩，あるいは泥質黒雲母片岩の互層であるが，下盤側

，は，上盤側岩石と異なり，泥質部がまったく見られな炉

無片理の珪質岩で，塊状珪岩註4）と呼んでいる（第5

図）。

　鉱体は，ほとんど例外なく，これらの上，下盤の間に

胚胎するようである。第4図に示すように，鉱体内部の

鉱石の配列順序は，　場所によって塑㌧異なるが，　上，

下盤に近い部分は，バラ輝石一二・テフロ石一アラバン

睦註4）　鏡下では，径0．6～1．Omm程度の石英がモザ

イク状に集合している岩石で，前述の珪質黒雲母片岩の

珪質部の石英（径0．02～0．05mm）に較べ，．はるかに粗

粒である。

　，　’　　　　』

、Y聖1一’〆乙、　b，穐、

L、　・o㌧辱

大ナ刀坑下1番規東髄岬し坑朔羽スケ才

　　　　　0

　　　　欝欝

　大切坑下瞳坑西樋押し筑切郭肱ケ，チ
o．5　　　　　　1，σ・

本坑頑麺葬し銃う調似豹8

第4図

　　　彪懲羨饗薩錨爆）
　　　囲泥辮鞍片老
　　　囮　　ざkうそ1．バン充軍石卜，ダ》キモ’し肉后

　　　團ノ轍軸，7ラバンド紘等
　　　團菱マンあ紘，緑マンめ鉱

　　　團振ンガ麟，フケ！螺鉱

　　　圏ア7吻、アラノ螺鉱

　　　囮幽編，テフ賄
　　　圃塊メ繍（倒・
マンガン鉱石の配列順序

ド鉱からなる鉱石で，中心部付近には，菱マンガン鉱一

・一アラバンド鉱一テフロ石一緑マンガン鉱を主とず

る鉱石が存在するようである。

　このような鉱石の配列順序は，鉱体の富鉱部に限ら

れ，鉱体の貧鉱部や尖端部では，バラ輝石・テフロ石等

からなる珪質鉱石になっている。
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　553鉱床の形態と規模

　鉱床は，ほ雲東西の走向を有し，南に向かって80～

85。の急傾斜をなす単純な板状の鉱体である（第6図）。

　鉱床の走向延長は，本坑地並付近で，最大で約120m，

平均70’》80mである。傾斜延長は，約150mである

が，鉱石が連続しているのは，露頭より100m付近の

大切坑下4番坑地並までである。これより旭坑地並まで

は，や＼断片的である。脈幅は，最大5mの部分があ

るが，平均O，7～0．8mである。第6図に，それぞれの

坑道における鉱体の形態を示す。

　鉱体の富鉱部は，下底部へ向かうにつれて，西方に移

動して行くようで，第3図の’A－Al断面図の採掘跡は，

その状況を示している。

6．マンガン鉱物の種類と産状

　本鉱山から産出するおもなマンガン鉱物は，次のよう

に多種類にわたる。すなわち，緑マンガン鉱・パイロク

ロイット・ハイドロハウスマン鉱・ガラクス石・アラバ

ンド鉱・ピロファン石・バラ輝石・テフロ石・マンガン

柘榴石』アレガニー石・ベメント石・ペンヴィス石・菱

マンガン鉱・ダンネモル閃石・マンガン重石・マンガン

方解石・ピロクスマンガン石（P）等である。

　以下おもな鉱物について，その産状および鏡下の性質

を記述する。

　6．1緑マンガン鉱（manganosite）（図版Ia，b，cl

　　　Ila，b）

　大切坑地並より下部の下1，下2，下3番坑付近の富

鉱部に産出し，しかも鉱体の中心部に見られる。、緑色の

鉱物であるが，酸化し易く，ほとんど褐色の酸化鉱物に

変っている。鏡下では綺麗な緑色を呈し，等方性であ

る。径0．05～0．08mm程度の自形の結晶が最も多いが，

図版I　a，Ibに示すように径0。5～0，7mm程度の大晶一

のものがあり，個々の結晶の周辺は酸化されて，黒色不

透明の酸化鉱物になっている。壁開が非常に顕著なもの

と，まったく見られないものがある。詳細に見れば，大

きな結晶は，非常に微粒（0．01～0．005mm）のガラク

ス石・テフロ石等の包有物を有する（Ib）。

　このよラな産状は，1種のgrain－growthの結果では

ないかと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　’

　一般に，テフロ石・ガラクス石・菱マンガン鉱等とと

もにgran6blastic　teまtureをなして産出するが（lc），．

時には汚濁した微粒の菱マンガン鉱によってcementさ

れている場合もある（IIa，b）。

　6．2　パイロクロイット（pyrochroite）・ハイド隣ハウ

　　　スマン鉱（hydrohausmamite）

　緑マンガン鉱と密接に伴なって産出し，やはり鉱体の

中心部付近に見られる。肉眼的には，黒褐色縞状の鉱石

である。元来，パイロクロイットは白色の鉱物である

が，最も酸化し易い鉱物で，空気中では容易に黒褐色の

ハイドロハウスマン鉱に変化する。

鏡下では，褐色半透明ないし不透明鉱物に変化一し，純

粋なパイロクロイットは見られない。コロホルム構造を
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　示し，褐色半透明の部分は，パイロクロイットからハイ

　ド白ハウスマン鉱に変化している過程で，黒色不透明鉱

　物は，ハイドロハウスマン鉱に変っているものである。

　　6．3　ガラクス石（galaxite）（図版Ib，cl　IIa，bl　IV

　　　　c，d）

　　大切坑下1，下2，下3番坑および旭坑に産出する。

　緑マンガン鉱・パイロクロイット等と密接に伴なう。褐

　色・灰白色の鉱石で，肉眼的には認められない。鏡下で

　は，・褐黄色ないし淡黄色の自形の粒状結晶で，径0．02

　’》0．05mm程度である。屈折率高く，等方性であるの

　で容易に識別できる。一般に緑マンガン鉱・テフロ石・

　菱マンガン鉱等とgranoblastic　textureをなして産出す

　る．（lc，Ila，b）。時にアラバンド鉱・テフロ石・菱マ

　ンガン鉱と共生する場合がある（IVc，d），。

　6・4アラバンド鉱（alabandite）（図版IH、a，bl　IVa，』

　　　bl　IV　c，dl　V　c，d）

　一般に，本鉱山では普遍的に産出する。肉眼的に黒色

粒状の鉱物で，鉱体の上・下盤付近に産出する場合と，

鉱体の中心部に見られる場合がある。前者の場合は，テ

　フロ石・バラ輝石からなる鉱石中に黒色粒状の鉱物とじ

て産出する。，鏡下では，一般にテフロ石・ピロファン石’

　とgranoblastic　textureを示し（IIla，b）’まれには，バ

ラ輝石・マンガン・柘榴石と共生することもある（Vc，

d）。

　後者の場合は，一般に菱マンガン鉱・テブロ石中に斑

点状をなして産出し，鏡下では，テフロ石・菱マンガン

鉱・ガラークス石等とgranGbiαstictextureをなしている

（IV　c，d）。

　本鉱物は，テフロ石・菱マンガン鉱・ガラクス石等と

granoblastic　textureをなす場合が多いが，まれに菱マ

ンガン鉱・テフロ石からなる鉱石中に脈状をなして産出

する場合がある（IVa，b）。

　6．5　ピロファン石（pyrophanite）（図版Va，bl　VI

　　　a）

　本鉱物は，肉眼的には容易に認められないが，鏡下で

は，バラ輝石・テフロ石等からなる鉱石には，少量なが

ら含まれる。黄褐色ないし赤褐色で径0．Ol～O．02mm

程度のものが最も多く，時には0．2～0．4mmの大晶が

見られる（Va，b）。バラ輝石・テフロ石・マンガン柘榴

石中に含まれ（Vla）， 極微粒のものは，黒色不透明鉱

物のように見えるが，注意して見れば，や＼赤褐色を呈

している。

　6，6　バラ輝石（rhodonite）　（図版m　c5Vc，dl　VI

　　　a，b）

　本鉱山の主要鉱石で，約80％を占めている。鉱体の

上・下盤近くに最も多産し，脈幅の狭い部分，鉱脈の末

　端部等では，ほとんどパラ輝石からなっている。肉眼的r

．には，淡紅色から紫紅色のものまである。また後期の石

　英の細脈が鉱体を貫く時，その石英脈とバラ輝石との境、

　界付近に，反応縁（rea面on　rim）をなして産出する場合

　がある註5）。

　　鏡下では，それぞれgranoblastic　textピreを示し，壁”

　開が顕著である（VIa，一b）。双晶が見られる場合と，ま

　ったくない場合がある。一般にマンガン柘榴石・テフロ

　石・ぜロファン石・アラバンド鉱等を伴なう。また非常

　に大きい結晶（径1～2cm）として産出する場合があ・

　る。

　6・7テフロ石（tephroite）（図版Ib，cl　Ha，bl　III一，

　　　a，b31V　c，dl　V　c，d3VI　c，dl　VII　c，d5VIII

　　　c，d）

　バラ輝石と同様に本鉱山の主要鉱石である。バラ輝

石・菱マンガン鉱と密接に伴なって産出する。肉眼的に

は灰緑色ないし青緑色で，光沢のよい重い鉱石である。

細粒のものから粗粒のものまである。また菱マンガン鉱

とも密接に伴ない最も広範囲に産出するようである。

　鏡下では，次の4つの産状が観察される。

　（a）　アラバンド鉱・菱マンガン鉱・ガヲクス石・緑

マンガン鉱・ピロファン石等と共生し，それぞれgra－

noblast圭c　textureをなす場合（1b，cl　IIa，bl　IIIa，bl

IV　c，dl　VI　c，d）。’

　（b）バラ輝石と共生し，両者が不規則な境界をなし

て共存する場合（Vc，d）。

　（c）　テフロ石が菱マンガン鉱の細脈に貫かれて，テ

フロ石が島喚状に残存する場合（VII　d，VIII　c，d）。

　（d）　テフロ石の条線にそってベメ、ント石化作用が進

み，さらにペンヴィス鉱に変化し，なお，・テフロ石が虫

喰状に残存する場合（VII　c）。

　6。8　々ンガン擬i樒石（spessartine）　（図版IIlcl　IX

　　　c，d）

　本鉱物は，バラ輝石に伴なって産出する。黄色ないし

褐色のものが多いが，時には黒色のものもある。大きい

ものは径数mm程度であるが，普通0．02～0．03mmI

程度で，バラ輝石の結晶中にaggrega‡esとして見うれ

る。これらのaggregatesは，縞状をなして存在するも
F
の
（ IXc，d）と，不規則状に分布する場合がある（III

c）。

　鏡下では，ほとんど無色で，細粒のピロファン石を包

有することがある。黒色のものは，微粒ゐ炭質物（P）

を含むようである。

　註5）　この鉱物は，2『Vニ400±で，pyroxmangiteと

思われる。さらに検討を加えたい。
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　6．9アレガニー石（alleghanyite）（図版VIla，b；IX・

　　　a，b）

　本鉱物は，肉眼的にはテフ・石と類似しているが，や

や紅色を呈する場合がある。鏡下でもテフロ石と識別困

難であるが，見事な双晶をなすことと，屈折率がや＼低

いことにより識別できる（IXa，b）。『「テフロ石・菱マン

ガン鉱とともにgranoblastic　textureをなす・菱マンガ

ン鉱の細脈に貫かれた部分は，ベメント石に変わってい

る（VII　a，b）。

　6．10ベメント石（bementite），ペンヴィス鉱（pen－

　　　withite）（図版VIIa，b，c）

　後期の晶出と慰われる石英・菱マンガン鉱あるいはマ

ンガン方解石の細脈が，既存のマンガン鉱物を貫く場合

に生成している。テフロ石・アレガニー石の結晶粒の周

囲および条線にそって，ベメント石・ペンヴィス鉱が生

じている。これらの変質作用をベメント石化作用註6）と

呼ぶことにする（VIlalb，c）。

　また，これらとは異り，ペンヴィス鉱が細脈として産

する場合がある。

　6．11菱マンガン鉱　（rhodochrosite）（図版VII　dl

　　　VIII　a，b，c，d）

　本鉱物は，鉱体の肥大した部分に見られ，し1かも鉱体

の中心部に存在する場合と，細脈状をなして産出する場

合がある。前者は，肉眼的に灰褐色でや＼粗粒であり，

鏡下では，径0．2mm程度の結晶が見事なgranoblastic
h
t
e
x
t
u

reを示している（VIIla，b）。

　また，一般にテフロ石・ガラクス石・緑マンガン鉱・

アラバ≧ド鉱等と密接に伴ない，，それぞれgranob玉astic

textureをなしている（Ila，bl　IV¢，d）。

　後者は，肉眼的にも淡紅色で，や＼緻密である。鏡下

では，径0．02～O．03mm程度の結晶で一般に汚濁して

いる（▽II　d，VIII　c，d）。

　以上で，本鉱山から産出するおもなマンガン鉱物につ

いて記載したのであるが，なお少量ながら，、次のような

鉱物が産出する6ダンネモル閃石・マンガン重石・磁硫

鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・石墨・輝氷鉛鉱等である。

7．マンガン鉱物の共生関係

　前述のように，本鉱山から産出するマンガン鉱物は，

多種類にわたり，またそれぞれ種々の共生関係を示じて

いる。これらのなかで，鏡下で観察される共生関係につ

いて記述する。

　本鉱中から産出するマンガン鉱物の共生関係を述べる

　註6）　ベメント石は，蛇紋石グループのMnの端成
分にあたり，丁度，苦土撒檀石が蛇紋石作用をうけたと

』同じような作用と思われる。

にあたって，その鉱石の種類と産状によって，次の3つ

のグループに分けられる。

　（1）六ラ輝石を主とする鉱石1主として鉱体の下盤

側および貧鉱部に産出する。

　（2）テフロ石を主とする鉱石1主として鉱体のや＼

中心部付近に産出する。

　（3）菱マンガン鉱を主とする鉱石；主として鉱体の

富鉱部で，しかも鉱脈の中心部に産出する。

　以下，これらの3つのグループについて，それぞれの

共生関係を述べることにする。

　7．1バラ輝石を主とする鉱石における共生関係

　これらの間には，次のような共生関係が観察苓れる。

（i）

（ii）

（iii）

（iv）

（v）

7．2

バラ輝石一石英

バラ輝石一マンガン柘榴石一ピロファン石

バラ輝石一マンガン柘榴石一ダンネモル閃石

バラ輝石一マンガン柘榴石πテフロ石一ピロフ

アン石

パラ輝石一マンガン柘榴石一マンガン重石

テフロ石を主とする鉱石における共生関係

、これらの間には，次のような共生関係が観察されるo

（i）　テフロ石一ピロンァン石

（ii）　テフ白石一アラバンド鉱一ピロファン石

（iii）　テ7ロ石一バラ輝石

（iv）　テフロ石一バラ輝石一菱マンガン鉱．

（v）　テフロ石一アレガニー石

（vi）　テフロ石一菱マンガン鉱

7．3菱マンガン鉱を主とする鉱石における共生関係

これらの聞には，次のような共生関係が観察される。

（i）

（ii）

（iii）一

（iv）

（v）

　7．4一

　以上，多種類の共生関係を記述したが，一これらの共生

関係から興味ある関係を述べれば，次のようなものであ

る。

　（i）　テフロ石は，ほとんど大部分のマンガン鉱物と

共生し，もっとも広範囲な共生関係を示す。

　（ii）　マジガン柘榴石は，つねにバラ輝石と共生．し，

菱マンガン鉱とはほとんど共生しない。

　（iii）　緑マンガン鉱は，つねに菱マンガン鉱と共生す

る。

菱マンガン鉱一ピロファン石

菱マンガン鉱一アレガニー石一づメント石

菱マンガン鉱一テフロ石一アラバンド鉱一ガラ

クス石

菱マンガン鉱一テフロ石一緑マンガン鉱一ガラ

クス石

菱々ンガン鉱一緑マンガン鉱一パイロクロイッ

ト

興味ある共生関係
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　（iv）　アルミナを含むガラクス石・マンガン柘榴石は

互いに共生しない。前者は，菱マンガン鉱・緑マンガン’

鉱・テフロ石等からなる比較的珪酸に乏しい高品位鉱中

に含まれ，後者は，バラ輝石（一部テフロ石を含む）を

主とするような珪質鉱中に産出する。

　（v）アラバンド鉱は，バラ輝石よりはむしろ，テフ

ロ石・菱マンガン鉱等と共生する場合が多い。

8．、むすび

以上で，福巻鉱山のマンガン鉱床およびマンガン鉱物

の種類，産状，ならびに共生関係にづいて述べたが，ζ

れらを要約すれば次のようである。

　（1）鉱床は，領家変成帯に属する黒雲母片岩帯に賦・

存し，地層の走向・傾向とほy一一致して胚胎するマンガ

ン鉱床である。

（2）　鉱床の母岩は，つねに下盤は塊状珪岩，上盤は

珪質黒雲母片岩あるいは泥質黒雲母片岩の互層である。

（3）　鉱床の走向延長は80m，傾斜延長は150m，

平均脈幅はO．8mの鉱体で，ほとんど垂直に近い傾斜，

をもつ板状の形態をなす。

（4）　多種類のマンガン鉱物を産出レ，その共生関係

については，興味ある関係が見られる。，

（5）　このようなマンガン鉱物の共生関係は，マンガ

ン鉱床と領家変成作用との関係を考えるうえに，なんら

かの資料を与えるものと思われる。

　　　　　　（昭和32年11月～33年1月調査）
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図版1

Ia緑マンガン鉱（M）の顕微鏡写真。菱マン

ガン鉱（Rc），テフロ石（T）と共生
玉F　了ニコノレ，　×88　（No．0517）

Ib　同左，緑マンガン鉱（M）中に包有される
微粒のガラクス石（G），テ・フ石（T）
×150　（No．0517）

Ic緑マンガン鉱（M），テフロ石（T），ガラクス石（G），

菱マンガン鉱（Rc）の共生関係を示す顕微鏡写真

×85（No．0518）



図版II
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Ila　微粒の菱マンガン鉱（Rc）と共生する緑マンガ

ン鉱（M），ガラクス石（G），テフロ石（T）

平行ニコル　×93（No．518）

Ilb同左
クロスニコル　×93（No。518）

Ilc　角閃岩の顕微鏡写真　角閃石（A）

平行ニコル×73（No．5711123）
Ild同左
タロスニコル　×73（No．5711123）



図　版　皿
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　IIla　テフロ石（T）と共生するアラバンド鉱

　（A）の顕微鏡写真

　平行ニコル　×95（No．571118A）

IIlb　同　左

　クロスニコル ×95（No．571118A）

IIlc　マンガンざくろ石（S）と共生するバラ輝石（Rh）

　平行ニコル　×100（No．571182）



図版IV

・鹸衡・　　　碑

一．蹟．灘購…　華醗盛譲灘

鍵、妻一装鞭，　麟

IVa脈状のアラバンド鉱（A），テフ・石（T），

　　菱マンガン鉱（Rc）
　平雪テニコノレ　　×75　（1“o．57！164）

IVb　同　左

　クロスニコル ×75（No．571164）

縄繍．騨劉、蕊
簸綴、灘、醤蠣黙

IVc　テフ・石（T），菱マンガン鉱（R），ガラ

　クス（G）と共生するアラバンド鉱（A）
　平行ニコル×72（No．5711109c）

IVd　同　左

　クロスニコル ×72　（No．5711109c）



図版V

顔蝿臨

Va　ピロファン石（P）の顕微鏡写真。テフ・

　石（T）と共生する
平行ニコル×90（N・．571146）

Vc　テフロ石（T）と共生するバラ輝石（Rh）

　下方部にはアラバンド鉱（黒色部）とバラ

　輝石が共生
平行ニコル　×81（No．57U36）

雛難 欝

Vb　ピロファン石（P）の顕微鏡写真。菱マ

　ンガン鉱（Rc），マンガンざくろ石（S）

　と共生する
平行ニコノレ×100（No．571156c）

　　　　　　縦

、・罎曝鰯麗疑
鑑瓢麗醗』萎　

　Vd同左
　クロスニコル　×81（No．571136）
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図　版　VI

Vla　バラ輝石（Rh）の顕微鏡写真。黒色微

　　粒鉱物はピ・ファン石
　平行ニコル　×90（No．571153）

Vlb　同　左

　クロスニコル ×90（N・．571153）

　　

灘．藪

Vlc　Granoblastictextureを示すテフロ石（T）

　平行ニコル　×92（No．571118B）
Vld　同　左

　タロスニコル ×92（No，571118B）



図版VII

VIla　菱マンガン鉱（Rc）の細脈に貫かれたア

　レガニー石（Al）。左端側に菱マンガン鉱の

残晶（Rc）が見られる。菱マンガン鉱はベメ

　ント石（B）に変っている。×80（No．1571165）

VIlb　同左，アレガニー石の双晶が特徴。

クロスニコル　×80（No．571165）

VIlc　テフロ石（T）を虫喰状に交代するベメ

　ント石（B）
平行ニコル　×63（No．571154B）
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麟灘灘藩
　　　　叢灘灘

VIld　微粒菱マンガン鉱（R）中に島喚状に残存す
るテフロ石（T）。黒色鉱物はアラバンド鉱（A）

平行ニコル×100（No．571121）



図版VIII

VIIla　Granoblastictextureを示す菱マンガン

　　　鉱（Rc），少量のテフ・石（T）を伴う
　平行ニコル　×75（No．0520）

VIIlb　同　左

　タロスニコル ×75（No．0520）
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灘臨1…臨灘、翻㈱．『幽嚢

　VIIlc菱マンガン鉱（R）中のテフ・石（T）
　　平行ニコル　×90（No．571156E）

VIIld　同　左
クロスニコル ×90（No．571156E）



図　版　IX
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IXa　アレガニー石（Al）の顕微鏡写真。テフ・

　　石（T），菱マンガン鉱（Rc）と共生
　平行ニコル　×80（No．571156）

IXb　同左，双晶が見えるのが特徴

　クロスニコル　×80（No．571156）

IXc　パラ輝石（R）中のマンガンざくろ石（S）

　平行ニコル　×95（No．571176）

IXd　同　左

　クロスニコル　×95（No．571176）




